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英語における強勢移動について
太田正之

































































































































































































































































































































































































音節数 強勢位置 名詞 形容詞 動詞
1 σ 3028 638 2240
2 σ1ﾐ 666 247 987
2 1σσ 2986 1047 1085
3 σσ8ﾐ 188 64 151
3 σ．ﾐσ 859 502 157






















音節数 強勢位置 名詞 形容詞 動詞
2 げσ 18％ 19％ 48％
2 「σσ 82％ 81％ 5296
3 σσ曾ﾐ 9％ 10％ 40％
3 σ巳ﾐσ 41％ 75％ 4296
3 1σσσ 50％ 1596 18％
ると規則的ではない場合があるのに対し、害き
言葉ではつづり字のみから強勢を導く方法と7、
語の内部構造などを重視し強勢規則の適用を受
けて得られる場合とがあり出力が異なる可能性
があるのである。そして話し言葉と書き言葉の
バランスに応じて最適な情報が選択されるため
に変化が起こる。具体的な分析方法に立ち入る
余裕はないが、複数のレキシコン情報を想定す
ることで、これまで取り上げた主強勢の移動な
どの変化に柔軟に対応でき、規則的ではないが
優勢な強勢型と優勢ではないが規則的な強勢型
が並存する状況をも説明できるという点で大変
興味深い提案であると判断できる。強勢位置に
関する規則性を尊重しつつ、実際に観察される
強勢の規則的でない側面にも対応する分析とし
て評価できると思われる。
　3音節の名詞と形容詞では語末に強勢が置か
れる比率は小さく、ほとんどの場合後ろから二
番目もしくは三番目の音節に強勢が置かれる。
動詞は語末か後ろから二番目の音節に強勢があ
る割合はほぼ同じで4割程度であるが、語頭型
も決して少なくない。特筆すべきは3音節の形
容詞の3／4が後ろから二番目の音節に強勢を
もっことである。
5．強勢移動の位置づけ
　一般に言語変化は新しい規則が文法に加えら
れたり、あるいは規則が削除されたりすること
で起こると考えられている。変化にとって重要
なのは規則の加除だけでレキシコンの表示は言
語変化に関わらず一定であるとされる6。強勢
の移動も言語変化の一部であるので同じように
考えるべきなのだろうか。
　このレキシコンと強勢移動、そして音韻規則
との関係を扱ったものに渡辺（2004）がある。
渡辺では強勢の再調整（本稿でいう強勢移動と
同じもの）などの変化が起こるのは、話し言葉
と書き言葉ではレキシコン情報そのものが異な
ることと、話し言葉でも適用される規則の種類
や適用方法などが違う可能性があるからだと主
張している。例えば話し言葉では話者が耳にし
た情報が音韻規則などの適用を受けずにそのま
まの音形で出力されるために、文法全体からす
6．まとめ
　本稿では主として3音節語や4音節語といっ
た多音節に観察される強勢移動を取り上げ、移
動先として後ろから三番目の音節が好まれるこ
と、その一方で特別な理由からその場所を避け
る場合もあることなどをみた。さらには規則的
な強勢位置を持ちながらも優勢とは認められな
い語がある一方で、規則的ではない位置に強勢
を持つのに優勢である語が存在することを無理
なく説明するためには、複数のレキシコン情報
を想定することが有効である可能性を指摘した。
　今後強勢移動についての詳細な分析を行うた
めには、標本数を増やし、ジャンル、年代、地
域などを考慮に入れたデータベースを作成する
ことがまず必要であり、同時にレキシコンと規
則の関係などについての考察も必要である。さ
らには服部（2005）でのイギリス英語の強勢変
異形の分析にみられる生起環境という言語内的
要因という視点も取り入れることが可能である
かどうかなどについても今後の課題としたい。
注
1．強勢移動とは、通常語末に主強勢を持つthirteen
　のような語が、後続する名詞を限定修飾するような
　場合には語頭音節の方が語末より強い強勢を持つこ
　とをさすこともあり、リズム規則とも呼ばれるが、
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　本稿での強勢移動は生起条件によらず確立された強
　勢位置が言語変化の一部として別な位置へ移動する
　ことを意味する。
2．用例は（3C）の例をのぞきBauer（1994）から
　のものである。
3．　EPD　15によ2tば‘　Substantive　rank，　substantive
　payのような場合では後ろから二番目に強勢がある
　のが普通だが、それ以外では古い強勢型が優勢であ
　る。
4．laugheeはlaugh　at’の受動的な意味に対応する語
　である。また受動的意味以外にも能動的完了の意味
　を持つescapee，　retireeなどもある。詳細はBauer
　and　Huddleston（2002）を参照。
5．Hammondが利用したサンプルについては複数の
　コンピュータデータベースであることだけが明らか
　にされているだけで、データベースの名称、収録語
　数、作成年、どのようなジャンルの英語であるかな
　どの情報はなんら示されていない。
6．生成文法と認知文法の用法基盤モデル（Usage・
　Based　Model）における音変化に関する考え方の違
　いについてはBybee（2001）を参照。
7．Carr（1999）ではGigondas，　Zaventem，　tavolaな
　どの語の発音を耳にしたことのない英語母語話者の
　多くは全て後ろから二番目の音節に強勢を置く傾向
　があると指摘されているが、これは綴り字だけをも
　とに強勢位置が決定される事例といえる。
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